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1m圧水型原子力発電所に冷去i咽喪失事故が発生したときの 1次系の状態を， 5十装信号を用

いて突時間で追跡計算した結果の一例で， モテ．ノレ分割とtll=故後20秒時点の冷却材温度分布を

グラフィック表示したものである。 （突際はカラー友示であるが，ここでは淡淡で温度の泣
いを表記している。）
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将来計画検討委員会では，民 友正委員長の 3

月末停年退官に伴い，新委員長として近藤良夫副

委員長が，また近藤委員長の選出に伴う ，後任の

副委員長として深海浩委員がそれぞれ選出され

た。

なお，新学年度を迎えて多数の委員の交信が行

われたので，以下に現在の委員名簿を掲載する。

京

将来計画検討委員会の

パーの交替ン
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ブラウン大学コーラス部と本学

グリークラブとの交歓演奏会
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られしもの」，「さくらさくら」他8曲，本学グリ

ーグラフ‘（36名）が「京都大学学歌J，「グローリ

ア」他 411!1をちi；炎して，聴衆に感銘をケーえた。
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Ill伝本学との 1 1.\J にうとお↑L計画が検討されている :1~

凶のブラウン大学よりコーラス部の来訪をうけ，

本学グリーク ラブとの交歓演奏会が， 6月 4日

（水）午後 7時30分から約 2時間半にわたって京

大会館で開催された。演炎会には，西島安則総長

夫妻，迫田信一郎国際交流委員i去をはじめ，本学

関係者及び市内各大学のコーラス部員など，約

130名がl:l:',J市した。

交的；演炎会は，グリークラブ部長香西 1X.教JJ
W；’7：綿）の司会により，同，1；；，総長の挨J主にひき

統き，ブラウン大学コー ラス部（48名）が「魅い
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く部局の動き＞

故園友孟教授の工学部

機械系工学教室追悼式

4月10日逝去された故同友孟教授の追悼式が

く紹介〉

原子エネルギー研究所

原子炉計測工学研究部門

本研究部門は，昭和33年度に原子エネルギー研

究所の前身である工学研究所に新設されて以来，

原子力発電及び核融合炉の開発に関連して，その

勤特性，制御，計装に関する基礎研究を，主とし

て数値解析，計算機シミュレーションにより行っ

ている。

初期には原子炉の異常時及び事故時勤特性の解

析的研究や炉心管理の最適化の研究を行い，炉心

の空間依存勤特性を効率よく近似~ 1-;i,7 するため

の， 少数極展開法や変形へルムホルツモード展開

法を提案したり ，非線形計画法を応用して炉心の

燃料交換や燃料の配置換えを，長期にわたって最

適化する方法を提案するなとeの成果を挙げた。

なお，現在の主な研究課題とその内容は以下の

とおりである。

1 ）原子力プラントの日

航性 ・安全性の向上を目的

としたソフトウェアシステ

ムの研究。多変註解析，シ

ステムモデルの同定，フィ

ルタ，知識処理などの理論

を応用して次の研究が行わ

れている。 a）原子力プラ

ントから得られる多数の観

測l信号を総合的に処理し，

プラントの運転中に小さな

泉北’が発生したとき，それ

を速やかに検出するととも

に，児常の状況やプラント

将来を予測し，とるべき保

護1·~＇. fl；を推論する異市診断

システムの研究。 b）原子

力プラントに事故が発生し

工学部機械系工学教室主催により， 5月31日（土）

午後2Jl;'j＇から 3時30分まで，工学部大会議室にお

いて執り行ーわれた。

（工学部）

たとき，プラントから得られる観測信号を処理し

て事故条件を実時間推定するとともに，これを入

力に用いてプラントの内部状態を実時間で追跡計

算し，得られた結果よりプラントの将来を予測

し，最小の被害で事故を終結させるためにとるべ

き保護操作を推論する緊急時運転支援システムの

研究。

2）核融合プラズマの不安定性解析及び安定化

のための制御法の研究。プラズマ物理にハミルト

ニアンの摂動法，ポアンカレ写像，カ タストロ

フィ理論などを導入して，現在解明が進んでいな

いトカマク型プラズマの崩壊不安定や，トーラス

プラズマの異常屯子熱伝辞現象の理論解析，N

子 ・流体モテゅルを用いたプラズマシミュレーショ

ンによる運動論効果のプラズマ不安定性に及ぼす

影響の研究，及びこれら不安定性の安定化制御法

の開発研究である。

3）タイナミツクシミュレーションの知設ベー

ス化の研究。原子力プラントや該融合炉のような

~＂＇＂℃h Section of Inst＇＂・ontatlon
end Co~trol ol Hucl e・＇""""・ lnstotute of瓜to・icEneny. 

Kyoto Unomsity 
Ap"l. i刊6

ハイブリ ッド原子炉計算システムの様成図

16BIT 
PC-9801V門2

16BIT 
IFBOO MODELSO 

-115ー



No. 314 京大 広報

大鋭校システムでは，シメテムのHliJi記モジュール

は基本的に共ill1なモジュールに集約される場合が

多いことに着目し，これらをデータベース化する

とともに，モジュ ールの使用法， システムモデル

の構成法，計算条件の設定法などを知識ベース化

し， プログラムインテグレーシ ョンの自動化を行

うことにより ，数値解析や動特性シ ミュレーショ

ンなどのソフトウェア開発の生産性向上を計る研

究である。

一方研究設備としては，部門新設時にアナログ

型原子炉シミュレータを設備したが ，昭和43年に

特別設備資により，これと デジタル計算機を結合

して，ハイブリッド以子炉計~~i: システムとした。

その後昭和53年にはデジタノレ計算機がレンタル機

然として更新され，以後機種の更新を繰返すとと

もに，アナログ計算機をデジタル ・デファレンシ

ャル ・アナライザーに変更したり ，試作した並列

計算機 ex・1を結合したりして，現在の構成と

なった。 （構成図参照）今年はさらに，数値解析

やシミュレーション結果に刻する判断や推論など

の知識処理を可能にするため ，人工知能研究開発

システムを結合する計画である。

（原子エネルギー研究所）

昭和61年度創立記念行事学術講演会の開催

木学では， 6刀18日の創立記念Hを祝し，下記の学術講演会を開催します。本学教職員，学生の

来聴を歓迎します。

日誌

(1986年 5月 1n～5月3ln)

16円～17日

ウイノレス研究｝すrfiiJ立30周年記念事業（学術講

泌会，記念講演会及び記念シンポジウム〉

19 rJ アフリカ地域研究センター開設祝賀会

。 rr1取人民共和国国家教育委員会 M来昌 li¥IJ
主任ほか 5 1:'1来学，総長， 関係数日及び中11~
i古学生と~.淡

20日評議会

ク 大学院審議会

2111 ｜司際交流委只会
ク 述合王国 London大学国際アフリカ研究所

Ioan M. Lewis所長米学，総長及び関係数

’1＇＼＇と懇 談

23円 安全委員会
26 Fl 学｛立授与式

ク 発明審議委員会

28「｜ 放射性同位元素等管Jill委員会

的「！ 名誉教授称号授与式

30「｜ 国際交流会館委員会

日 時昭 和61年 6刀23日（刀）午後 3川から

場 所京大会館210号室

講師河野健二（木学名誉教授）

演題西洋観の推 移

講師略歴

1940年以郎帝悶大’7：経済学部卒業。 1947年京都千甘

い4大学人文科学研究所助教授。 1960年）；＼ffll大学教養

部教授。 1968年人文科学研究所教授。 1970年～1974

年，1978年～1980年人文科学研究所長。 1980年返

5刀9口 同和問題委只会

JO日 放射線生物研究センタ－f:IJ::i/:J0周年記念式典

13 Fl 大学院零議会

14日 外同人留学生歓迎パーティ

／

wri‘
 

日己

'l'：・。現在，rlrfj日大学教綬，同大乍同際関係学部長。

経済学博士。

同氏は，フラソス史学 ・経済学の分野で学界に大

きく貢献した。さらに日仏間の文化交流にも大きな
役割をはたし，その~：鮫にたいして， 1 975年フラン

ス政府からパノレムザカデミック勲抗オフイシエ級が

附られた。
著書に『フランス小命と明治＊If：新』，『フランス現

代史』，『向洋経済史』他多数がある。

（学生部）
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昭和61年度新設の組織・大型設備・ 建物等

今年度新設された専攻，講座，部門， 附属施設，特殊診療施設，大型設備及び竣工（予定）の建

物等は次のとおりである。

特殊診療施設攻専

夕、，

医学部附属病院 集 中 治 療 部

設施日部i考昔Ii攻専科究ljlf 

攻IV JI. 独！理学研究科足長類学専攻

座講

大型設備ョι, 1± ーミ＂＇川l局部l

設日iffl 
学文

トーラス刑プラズマ実験装rn;"al ぞ宇君！
N'. 言捧大吾＇<I>‘nHU 理げf

,,,,. 
← S 済経

｜医学部附属病院i医用ベータトロン治療制

部 ｜媒体統合型的削システム
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新'il'iイオン洞l度計百¥IJ装ii'!:

原子炉ヲミ験所

研究所の改組

に伴う大部門の
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数量産業分析
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